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●概要 

本商品はフレッシュコンクリートの状態改善及び、スランプロス、硬化現象等の状

態から品質を劣化させる事なく迅速に遅延と流動性を向上・回復させる商品である。 

 

●性能 (JIS A 6204 コンクリート用化学混和剤)に適合 

DSR（標準タイプ） 

項目 JIS6204 による 規定値 
試験結果 

合・不判定 
基準コンクリート 試験コンクリート 

PH JIS Z 8802 - 5.2 適合  

比重(20℃) JIS0061 - 1.054 適合 

スランプ(cm) 
ベースコンクリート 8±1 8.5 - 適合  

流動化コンクリート 20±1 - 20.5 適合 

空気量(%) 
ベースコンクリート 4.5±0.5 4.6 - 適合  

流動化コンクリート 4.5±0.5 - 4.8 適合 

ブリージングの差(cm3/cm2) 0.2 以下 - 0.035 適合  

凝結時間の差

(分) 

初期凝結 -60～+90 - +35 適合 

終期凝結 -60～+90 - +45 適合 

時間経過による(15 分)スランプ量(cm) 4 以下 - 1.5 適合 

時間による(15 分)空気量の減少(%) 1.0 以内 - 0.4 適合 

圧縮強度の比(%) 

3 日 90 以上 100 98 適合 

7 日 90 以上 100 99 適合 

28 日 90 以上 100 100 適合 

長さの変化比(%) 
28 日 120 以下 - 102 適合 

6 ヶ月 120 以下 - 102 適合 

凍結融解に対する抵抗性(%) 60 以上 - 97 適合 

塩化物イオン量(㎏/m3) 0.02 以下  0.01 以下 適合 

全体のアルカリ量(㎏/m3) 0.3 以下 - 0.03 適合 

DSR-S（遅延タイプ） 

項目 JIS6204 による 規定値 
試験結果 

合・不判定 
基準コンクリート 試験コンクリート 

PH JIS Z 8802 - 5.2 適合  

比重(20℃) JIS0061 - 1.058 適合 

スランプ(cm) 
ベースコンクリート 8±1 8.5 - 適合  

流動化コンクリート 20±1 - 20.5 適合 

空気量(%) 
ベースコンクリート 4.5±0.5 4.6 - 適合  

流動化コンクリート 4.5±0.5 - 4.8 適合 

ブリージングの差(cm3/cm2) 0.2 以下 - 0.04 適合  

凝結時間の差

(分) 

初期凝結 +60～+210 - +60 適合 

終期凝結 0～+210 - +80 適合 

時間経過による(15 分)スランプ量(cm) 4 以下 - 1.0 適合 

時間による(15 分)空気量の減少(%) 1.0 以内 - 0.4 適合 

圧縮強度の比(%) 

3 日 90 以上 100 94 適合 

7 日 90 以上 100 96 適合 

28 日 90 以上 100 98 適合 

長さの変化比(%) 
28 日 120 以下 - 102 適合 

6 ヶ月 120 以下 - 102 適合 

凍結融解に対する抵抗性(%) 60 以上 - 97 適合 

塩化物イオン量(㎏/m3) 0.02 以下  0.01 以下 適合 

全体のアルカリ量(㎏/m3) 0.3 以下 - 0.03 適合 

  

 

 

 

 

定価：¥13,750 (送料別) 

荷姿：容量 20kg/PE 缶 

サイズ：縦  38cm 

    横  22cm 

    奥行 31cm 

●価格・荷姿 



●使用方法 

セメント量に対しての 

本製品の添加量 

一般コンクリート 

（40MPa以下） 

高強度コンクリート 

（40MPa以上） 

製品名 規定量 

DSR(標準タイプ） 1.0% 1.2% 

DSR-S（遅延タイプ） 0.5% 0.7% 

 

・上記の通り計量、投入し攪拌する。 

攪拌時間は以下の通り。 

生コンクリート数量によって攪拌時間は異なる。 

 

生コンクリート数量 攪拌時間 

１㎥ １分 

２㎥ ２分 

３～４㎥ ３分 

 

※必ず原液で使用する事。水との併用は厳禁。 

 

・コンクリート納品書記載のセメント量・数量を確認の上、コンクリートミキサー車へ DSR／DSR-Sを

使用方法（上記）の通り計量・投入・攪拌し使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンクリート追加待ちや昼休憩前の最終ミキサー車に DSR／DSR-Sを使用方法（上記）の通り 

計量・投入・攪拌し、待機する。 

 

･コンクリート待ち時間中 

コンクリートミキサー車へ投入 



 

 

●その他の使用例(打設終了後のポンプ内廃棄コンクリートの抜き作業時) 
・DSR／DSR-Sをホッパーへ吹きかける 

 

 

     

 

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

① 

DSR をホッパーへ吹きかける 

ホッパー外側も簡単に剥がせる 


